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在を示すのは M1 サブタイプのみであった。in vitro の機能解析では、この細胞内 M1 受容体がリガン
ド刺激に応じて Extracellular Signal-regulated Kinase 1/2（ERK1/2）の活性化を示すことが分かり、
細胞膜上の M1 受容体とは異なるシグナル経路を惹起することが明らかになった。 

















ることが報告されてきている（YJ Jong, J Biol 






























































































に Long Term Potentiation（LTP）といった神経
活動の増強にも寄与している。ERK1/2 の活性に応
じた LTP 増強を仲介する因子として EGR-1 が知
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